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本市出身の学生ら 14 人が、市内のホームセン
ター等で募金活動を行いました。学生の１人、
今玉利春花さん（湊上出身）は、「指宿市民の
善意と１日も早い復興の願いを熊本に届けま
す」と話してくれました。
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審
議
さ
れ
た
主
な
こ
と
が
ら

会　　計　　名 予　算　額 対前年度比

一　�般　�会　�計
（※上段が修正可決後）

239 億 8,871 万円
248 億 8,000 万円

8.1％
12.1％

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険 87 億 1,071 万円 1.1％

後期高齢者医療 6億 5,261 万円 3.9％

介護保険 47 億 1,047 万円 2.2％

温泉配給事業 3,887 万円 － 2.1％

唐船峡そうめん流し事業 2億 2,128 万円 － 1.6％

公共下水道事業 18 億 2,738 万円 － 1.7％

計 161 億 6,132 万円 1.1％

水�道�事�業�会�計 9 億 8,275 万円 － 0.2％

　

平
成
28
年
３
月
定
例
会
で
は
、
条
例
に
関
す
る
案
件
21
件
、
平

成
27
年
度
各
会
計
補
正
予
算
に
関
す
る
案
件
13
件
、
平
成
28
年
度

各
会
計
当
初
予
算
に
関
す
る
案
件
８
件
、
平
成
28
年
度
各
会
計
補

正
予
算
に
関
す
る
案
件
５
件
、
人
事
に
関
す
る
案
件
４
件
、
そ
の

他
の
案
件
２
件
の
計
53
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
各
議
案
の
審
議

結
果
は
、
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
︑
各
特
別
会
計
お
よ
び
水
道
事
業
会
計
の
当

初
予
算
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
︑
一
般

会
計
は
本
会
議
で
修
正
可
決
さ
れ
ま
し
た
︒

平成 28 年度各会計当初予算決まる

公
共
施
設
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
等
導
入
推
進
事
業
費
補
助
金
を

活
用
し
、
災
害
時
の
避
難
施
設
に

指
定
さ
れ
て
い
る
指
宿
庁
舎
、
時

遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
、
開

聞
総
合
体
育
館
に
太
陽
光
発
電
設

備
等
を
整
備
す
る
事
業
で
す
。

　

昨
年
10
月
か
ら
開
始
し
た
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
事
業
を
積
極
的

に
推
進
し
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

の
充
実
と
本
市
特
産
品
の
さ
ら
な

る
Ｐ
Ｒ
を
図
る
事
業
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

 

１
億
５
６
３
２
万
円

公
共
施
設
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
推
進
事
業

 

１
億
６
４
０
０
万
円

　

子
ど
も
の
医
療
費
の
保
護
者
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
中
学
校
３

年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
を

全
額
助
成
す
る
事
業
で
す
。

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
体
験
談

を
中
心
と
し
た
授
業
を
行
い
、
成

長
し
て
い
く
こ
と
で
大
切
な
「
向

上
心
」「
忍
耐
」「
た
く
ま
し
さ
」

を
育
み
、
心
の
教
育
の
充
実
を
図

る
事
業
で
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業 

 

１
億
７
０
０
万
円

こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

夢
の
教
室
事
業

 

４
０
０
万
円

拡
充
・
継
続
事
業

拡
充
・
継
続
事
業

拡
充
・
継
続
事
業

新

規

事

業

新

規

事

業

新

規

事

業

　

指
宿
庁
舎
は
経
年
劣
化
に
伴
い
、

支
障
を
来
た
し
て
い
る
状
況
が
見

受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
庁
舎
を

長
期
的
に
使
用
す
る
た
め
の
延
命

措
置
と
し
て
、
耐
震
補
強
工
事
と

併
せ
て
大
規
模
改
修
工
事
を
行
う

事
業
で
す
。

　

昨
年
８
月
25
日
襲
来
し
た
台
風

に
よ
り
被
災
し
た
施
設
の
屋
根
部
、

お
よ
び
腐
食
が
進
行
し
て
い
る
パ

イ
プ
ト
ラ
ス
（
屋
根
の
骨
組
）
の

修
理
に
係
る
事
業
費
で
す
。

　
ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
い
ぶ
す
き
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
設
置
事
業
と
し
て
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
９
月
か

ら
１
人
配
置
し
、
本
市
へ
の
移
住

の
た
め
の
住
居
や
仕
事
の
相
談
な

ど
の
業
務
に
当
た
る
事
業
で
す
。

指
宿
庁
舎
耐
震
・

大
規
模
改
修
事
業

 

６
億
２
５
０
０
万
円

レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

か
い
も
ん
屋
根
改
修
工
事

 

３
６
０
０
万
円

移
住
相
談
員
（
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
）
設
置
事
業

 

６
０
０
万
円

池田小では杉本美香氏（柔道）が夢先生

昨年度は山川文化ホール屋上に設置
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医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
ず
、
高

額
の
医
療
費
が
掛
か
る
特
定
不
妊

治
療
で
あ
る
体
外
受
精
と
顕
微
授

精
を
受
け
た
夫
婦
に
対
し
て
、
治

療
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
事
業
で
す
。

○
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

　

給
付
金
事
業

�

２
億
２
８
０
０
万
円

○
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
な
の
は
な
館

　

管
理
運
営
費�

５
５
０
０
万
円

○
地
域
介
護
基
盤
整
備
事
業　
　

�

４
３
０
０
万
円

○
時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

　
管
理
費（
空
調
設
備
大
規
模
改
修
）

�

５
５
０
０
万
円

○
地
域
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー
事
業

�

７
０
０
万
円

○
唐
船
峡
周
辺
整
備
基
本
構
想
業

　

務
委
託�

５
０
０
万
円

○
国
民
体
育
大
会
事
業

　

�

３
０
０
万
円

３
月
定
例
会
で
は
、
新
た
に
提

出
さ
れ
た
陳
情
３
件
に
つ
い
て
、

所
管
す
る
総
務
水
道
委
員
会
で
審

査
を
行
っ
た
結
果
、
本
会
議
で
２

件
が
不
採
択
、
１
件
が
閉
会
中
の

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

不
採
択
と
な
っ
た
陳
情

■
陳
情
第
２
号

な
の
は
な
館
周
辺
の
地
熱
資
源

量
の
公
開
、
及
び
、
温
泉
施
設

と
温
水
プ
ー
ル
の
存
続
を
求
め

る
陳
情

■
陳
情
第
３
号

　

地
熱
発
電
コ
ス
ト
公
開
を
求
め

る
陳
情
が
事
実
で
な
い
理
由
に

よ
っ
て
不
採
択
に
な
っ
た
た
め
、

再
度
、
地
熱
開
発
に
関
わ
る
各

種
の
情
報
公
開
を
求
め
る
陳
情

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
た
陳
情

■
陳
情
第
４
号

指
宿
山
川
太
陽
光
発
電
開
発
に

伴
う
大
規
模
林
地
開
発
反
対
に

関
す
る
陳
情
書

　

指
宿
地
域
の
委
員
で
あ
っ
た
松

田
貴
久
子
氏
の
後
任
に
櫻
井
美
代

子
氏
を
、
山
川
地
域
の
委
員
で
あ

不
妊
治
療
助
成
事
業

 

３
０
０
万
円

そ
の
他
新
規
事
業

そ
の
他
新
規
事
業

そ
の
他
新
規
事
業

なのはな館条例を制定
※　なのはな館の設置および管理に関する事項を
　定めるため、本条例が制定されました。

制定の趣旨
○市民の健康づくり、生きがいづくり、ふれいあい
づくりを促進するための施設として、平成 28 年
４月１日に県から譲渡されるふれあいプラザなの
はな館を活用するため、必要な事項を定めるもの
です。
主な内容
○使用できる施設
　中央ホール、視聴覚室、研修室、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾙｰﾑ、和室、
音楽室、絵画室、野外ｽﾃｰｼﾞ、体育館、芝生広場

○開館時間
　　午前９時から午後５時（体育館は午後９時）
○休館日
　　月曜日および 12 月 29 日から翌年の１月３日
（施行期日）
　　平成 28�年４月１日

定住促進を図るため条件を緩和
※　本市における定住の促進を継続して図るため、指宿
市定住促進条例が一部改正されました。

改正内容
○助成対象要件の緩和
　　これまでの対象要件であった世帯責任者の定義から
「配偶者または義務教育終了前の子どもを有する」
という規定を削除し、単身者世帯も対象としまし
た。

※年齢要件
　世帯責任者の転入日に
おける年齢�⇒ 65 歳以下
※助成対象期間
　　平成 32 年３月 31 日まで

（施行期日）
　　平成 28 年４月１日
　　※条例の公布の日以降の転入者から適用

陳
情
の
審
議
結
果

陳
情
の
審
議
結
果

陳
情
の
審
議
結
果

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
に
同
意

っ
た
河
本
佳
子
氏
の
後
任
に
井
手

康
子
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
委
員
候
補
者

と
し
て
、
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る

こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

任
期 　
　

平
成
28
年
７
月
１
日
～

　
　
　
　

平
成
31
年
６
月
30
日

現
副
市
長
で
あ
る
渡
瀨
貴
久
氏

お
よ
び
佐
藤
寛
氏
が
平
成
28
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
両
氏
を

副
市
長
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
異
議
あ
り
の
発
言
に

よ
る
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
少

数
で
不
同
意
と
な
り
ま
し
た
。

　

条
例
案
は
、
砂
む
し
会
館
「
砂

楽
」
の
受
付
従
業
員
の
業
務
上
横

領
事
件
に
係
る
市
関
係
職
員
の
懲

戒
処
分
に
伴
う
市
長
の
引
責
と
し

て
、
市
長
の
給
料
月
額
の
10
％
を

２
カ
月
減
額
す
る
内
容
で
す
。

反
対
討
論
と
し
て
、
今
回
の
事

件
の
原
因
や
再
発
防
止
策
な
ど
、

全
容
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
職

員
人
事
も
含
め
た
総
合
的
な
責
任

の
取
り
方
の
一
つ
と
し
て
、
改
め

て
市
長
等
の
引
責
に
関
す
る
議
案

を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も

の
が
あ
り
、
起
立
採
決
の
結
果
、

起
立
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

副
市
長
の
選
任
に
不
同
意

市
長
の
給
料
を
減
額
す

る
条
例
案
を
否
決
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

　

市
の
温
泉
資
源
を
守
り
つ
つ
も
温

泉
資
源
を
活
用
し
た
発
電
事
業
に

市
も
関
与
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

策
等
を
視
野
に
入
れ
た
観
光
施
設

の
充
実
や
温
泉
熱
を
利
用
し
た
ド

ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の
６
次
産
業

の
可
能
性
を
探
り
、
産
業
・
福
祉

の
振
興
や
新
た
な
雇
用
創
出
を
目

指
す
。

　
　

ま
た
、
売
電
収
入
を
果
実
と
し

た
「
地
熱
の
恵
み
が
も
た
ら
す
地

域
振
興
基
金
」
を
設
立
し
、
地
域

独
自
の
創
意
工
夫
あ
る
取
り
組
み

を
支
援
。「
地
熱
の
恵
み
」
の
活

用
を
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

　
今
期
定
例
会
に
は
、「
地
熱
の
恵
み
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
お
よ
び
「
サ

ッ
カ
ー
場
・
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業
」
に
関
連
す
る
予
算
を
含
む

平
成
28
年
度
指
宿
市
一
般
会
計
予
算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
熱
の
恵
み
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
は
、
既
存
施
設
の
泉

源
へ
の
影
響
が
不
確
定
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、「
サ
ッ
カ
ー
場
・
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
出
さ
れ
て
き
た
陳
情
等
へ

の
理
解
は
す
る
も
の
の
、
十
分
な
審
査
の
時
間
も
な
く
、
ご
く
少
数
の
市

職
員
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
事
業
計
画
で
あ
り
、
各
課
専
門
分
野
の
情
報
収

集
と
分
析
が
不
足
し
て
い
る
。
実
施
設
計
に
入
る
前
に
、
市
民
・
各
団
体

の
代
表
を
含
め
た
検
討
委
員
会
な
る
も
の
を
設
け
、
十
分
な
説
明
と
議
論

を
し
た
上
で
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
２
事
業
に
関
連
す
る
予
算
を
除
い
た
修
正

案
が
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
所
管
の
委
員
会
で
の
審
査
と
本
会
議
で
の
審
議
の
経
過
に
つ
い
て
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
熱
の
恵
み
活
用

�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

サ
ッ
カ
ー
場
・
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業

関連予算を認めず！
「地熱の恵み活用プロジェクト」
「サッカー場・多目的グラウンド整備事業」

し
て
掲
げ
、
事
業
展
開
を
図
る
。

28
年
度
当
初
予
算

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
内
で
、
市
と
民

間
企
業
が
共
同
で
地
熱
発
電
を
実

施
し
、
併
せ
て
観
光
な
ど
の
産
業

振
興
を
図
り
、
新
た
な
雇
用
創
出

を
目
指
す
た
め
、
本
年
度
、
地
熱

資
源
確
認
の
た
め
に
３
本
の
調
査

井
戸
掘
削
を
行
な
う
。

　

独
立
行
政
法
人
石
油
天
然
ガ
ス
・

金
属
鉱
物
資
源
機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ

Ｅ
Ｃ
）
か
ら
全
額
助
成
。

�

７
億
７
３
０
０
万
円

　

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
地
熱
を

活
用
し
た
観
光
施
設
の
整
備
に
向

け
、
た
ま
て
箱
温
泉
魅
力
拡
大
整

備
事
業
基
本
設
計
を
策
定
す
る
。

�

２
０
０
０
万
円

当初予算案を減額にした修正案
4 4 4

を
4

可決
4 4

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
や
体
力
・

競
技
力
の
向
上
、
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
誘
致
に
よ
る
観
光
や
地
域

の
活
性
化
を
図
る
サ
ッ
カ
ー
場
・

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
の
た
め

の
設
計
業
務
委
託
料
。�

�

９
８
０
０
万
円

基
本
構
想

①
メ
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド

仕
様　

天
然
芝

広
さ　
約
85
ｍ
×
約
１
２
５
ｍ

客
席
・
収
容
人
員　

約
５
千
～

６
千
人
（
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
の

階
段
席
は
２
千
席
の
固
定
席
、

サ
イ
ド
・
バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
は

芝
生
土
盛
り
席
）

付
帯
施
設　

更
衣
室
兼
控
室
４

室
、
浴
室
、
医
務
室
、
記
者
室
、

記
録
室
、
放
送
室
、
中
継
ス
ペ

ー
ス
、
ラ
ウ
ン
ジ
、
電
光
掲
示

板
、
埋
め
込
み
式
ポ
ッ
プ
ア
ッ

プ
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等

②
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

仕
様　

人
工
芝

広
さ　

約
85
ｍ
×
約
１
２
５
ｍ

客
席　

芝
生
席
の
み
約
千
人

付
帯
施
設�

ナ
イ
タ
ー
用
照
明
等

③
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

仕
様　

ク
レ
イ
（
粉
砕
し
た
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
樹
皮
を
加
熱
加

工
し
、
現
地
土
と
混
合
す
る
な

ど
土
壌
改
良
材
を
混
ぜ
込
ん
だ

グ
ラ
ウ
ン
ド
等
）

利
用
形
態　

健
康
づ
く
り
等
運
動

全
般
、
各
種
野
外
イ
ベ
ン
ト
会

場
、
臨
時
駐
車
場
等
、
サ
ッ
カ

ー
（
２
面
）、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

等
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

28
年
度　

基
本
設
計
・
実
施
設�

　

計

　

29
年
度
～　

建
設
工
事

　

31
年
度
内�

竣
工
・
供
用
開
始

事
業
費

　

総
額
で
21
億
円
程
度

財　

源
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
お
よ
び
ｔ

ｏ
ｔ
ｏ
か
ら
計
２
億
円
程
度
の

助
成
金
と
合
併
特
例
債

市
の
持
ち
出
し
は
６
億
４
千
万

円
程
度

維
持
補
修
費

天
然
芝
で
人
件
費
を
除
き
年
間

７
０
０
万
～
８
０
０
万
円

施
設
全
体
（
付
帯
施
設
や
植
栽

等
の
維
持
管
理
を
含
む
）
で
、

年
間
１
２
０
０
万
円
前
後
を
想

定
（
人
件
費

を
含
め
ず
）

歳　

入
使
用
料
収
入

・
広
告
収
入

等
で
約
６
０

０
万
円
を
想

定

※修正案の用語解説を14ペー
　ジに掲載しています。



5 いぶすき市議会だより　第 46号

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
に
つ
い
て

 ︵
総
務
水
道
委
員
会
・
市
長
公
室
︶

　

サ
ッ
カ
ー
場
・
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
維
持
管
理
費
が
、
人

件
費
を
除
い
て
年
間
１
２
０
０

万
円
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ

う
に
試
算
し
た
の
か
。

　

熊
本
県
大
津
町
の
施
設
を
視

察
し
、
芝
の
刈
込
み
や
施
肥
、

殺
虫
剤
・
殺
菌
剤
の
散
布
、
茎

の
切
断
、
枯
れ
た
根
の
除
去
等

の
費
用
を
参
考
に
試
算
し
た
。

　

管
理
費
の
中
で
天
然
芝
の
部

分
が
特
に
大
き
い
と
思
う
が
、

幾
ら
ぐ
ら
い
と
見
て
い
る
か
。

　

天
然
芝
の
管
理
に
は
、
年
間

７
０
０
～
８
０
０
万
円
程
度
掛

か
る
と
試
算
し
て
い
る
。

　
　

メ
イ
ン
コ
ー
ト
の
年
間
使
用

日
数
を
１
２
０
日
と
見
込
ん
で

い
る
が
、
め
ど
が
あ
る
の
か
。

　

プ
ロ
の
合
宿
や
サ
ッ
カ
ー
競

技
団
体
の
利
用
、
県
内
で
行
わ

れ
て
い
る
各
種
大
会
の
誘
致
等

　

を
見
込
み
、
試
算
し
た
も
の
で
、

　

１
２
０
日
は
ク
リ
ア
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

　

サ
ブ
コ
ー
ト
の
利
用
頻
度
は

ど
の
程
度
見
込
ん
で
い
る
か
。

　

サ
ブ
コ
ー
ト
は
人
工
芝
で
、

芝
の
養
生
が
な
く
常
時
使
用
で

き
る
こ
と
か
ら
、
メ
イ
ン
コ
ー

ト
以
上
に
利
用
し
て
も
ら
え
る

と
考
え
て
い
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ

ン
プ
の
話
が
出
て
い
る
が
、
そ

の
後
の
利
用
は
考
え
て
い
る
の

か
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
も
市
民
の

利
用
や
県
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な

大
会
等
の
誘
致
を
働
き
掛
け
な

が
ら
、
経
済
効
果
を
生
む
よ
う

に
努
め
た
い
。

地
熱
の
恵
み
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て

︵
総
務
水
道
委
員
会
・
市
長
公
室
︶

　

地
熱
の
恵
み
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
28
年
度
か
ら
何
年
度

ま
で
で
、
全
体
で
幾
ら
ぐ
ら
い

の
事
業
費
に
な
る
の
か
。

　

30
年
度
の
運
用
開
始
を
目
指

し
て
い
る
。
市
が
発
電
事
業
者

で
あ
る
九
州
電
力
と
セ
イ
カ
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
蒸
気
を
販

売
し
、
事
業
者
が
発
電
所
を
建

設
す
る
が
、
建
設
費
は
20
億
程

度
と
聞
い
て
い
る
。

　

市
の
負
担
は
幾
ら
ぐ
ら
い
に

な
る
見
込
み
か
。

　

市
が
行
う
調
査
井
戸
の
掘
削

は
全
額
補
助
金
を
活
用
す
る
。

ま
た
、
発
電
量
は
掘
削
の
結
果

次
第
だ
が
、
想
定
し
て
い
る
２

メ
ガ
程
度
で
あ
れ
ば
売
電
収
入

は
４
億
円
程
度
で
、
市
の
歳
入

は
５
千
万
円
程
度
と
な
る
。

︵
産
業
建
設
委
員
会
・
観
光
課
︶

　

た
ま
て
箱
温
泉
魅
力
拡
大
整

備
事
業
の
設
計
業
務
委
託
２
０

０
０
万
円
は
、
ど
の
よ
う
な
内

容
か
。

　

28
年
度
に
国
の
補
助
金
を
活

用
し
て
基
本
設
計
を
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
市
長
公
室
所
管

の
熱
量
調
査
の
結
果
が
判
明
し

た
段
階
で
、
熱
量
に
応
じ
た
規

模
の
施
設
の
設
計
に
入
り
た
い
。

　

施
設
整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
財
源
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　

28
年
度
基
本
設
計
、
29
年

度
実
施
設
計
、
そ
の
後
複
数
年

か
け
て
整
備
し
た
い
。
財
源
は
、

　

国
の
補
助
事
業
、
県
の
魅
力
あ

る
観
光
地
づ
く
り
事
業
、
民
間

資
金
な
ど
を
活
用
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

︻
修
正
案
の
提
案
理
由
︼

　

地
熱
の
恵
み
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
蒸
気
を
販
売
し
一
定
の
収

入
を
得
る
こ
と
で
新
た
な
財
源
を

確
保
し
、
余
剰
熱
水
を
新
た
な
事

業
拡
大
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
観

光
振
興
を
図
る
点
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
評
価
は
で
き
る
。
し
か
し
、

新
た
な
泉
源
掘
削
に
よ
る
既
存
泉

源
へ
の
影
響
が
、
危
惧
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
既
存
泉
源
へ
の
影

響
等
に
つ
い
て
、
有
識
者
や
専
門

家
か
ら
意
見
を
伺
う
な
ど
、再
度
、

慎
重
に
審
議
を
重
ね
、
一
定
の
安

全
性
を
確
保
し
て
か
ら
事
業
を
推

進
す
べ
き
で
あ
る
。

　

サ
ッ
カ
ー
場
・
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
事
業
は
、
市
長
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
、
過
去
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
陳
情
等
に
つ
い

て
は
理
解
す
る
も
の
で
あ
り
、
反

対
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
審
議
過
程
で
の
説
明
・

答
弁
を
聞
く
限
り
、
ご
く
少
数
の

市
職
員
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
計
画

で
、
各
課
専
門
分
野
の
情
報
収
集

と
分
析
が
不
足
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
市
民
や
市
議
会
・
各
団
体

の
代
表
を
含
め
た
検
討
委
員
会
を

設
け
、
十
分
な
説
明
と
議
論
を
し

た
上
で
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

︻
討
論
︼

■
修
正
案
に
反
対

　

地
熱
の
恵
み
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
地
熱
の
余
熱
を
観
光
や
農

業
な
ど
の
産
業
振
興
に
生
か
し
、

発
電
事
業
で
得
ら
れ
た
益
金
は
、

地
域
の
活
力
を
担
う
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
支
援
に
充
当
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
地
方

創
生
総
合
戦
略
に
も
掲
げ
て
お
り
、

必
要
不
可
欠
な
事
業
で
あ
る
。

　

サ
ッ
カ
ー
場
・
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
事
業
は
、
昨
今
の
本
市

を
取
り
巻
く
観
光
の
状
況
、
地
域

の
活
性
化
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

中
、
観
光
協
会
、
商
工
会
議
所
等

か
ら
多
く
の
市
民
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
将
来
を
見
据
え
た
事

業
で
あ
り
、
合
併
特
例
債
が
活
用

で
き
る
平
成
32
年
ま
で
に
整
備
す

べ
き
で
あ
る
。

■
修
正
案
に
賛
成

　

地
熱
の
恵
み
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
る
ボ
ー
リ
ン
グ
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
す
で
に
活
用
し
て

い
る
近
隣
の
温
泉
施
設
へ
の
影
響

も
否
め
な
い
。
何
年
に
一
度
か
は
、

市
が
負
う
こ
と
に
な
る
井
戸
の
掘

り
直
し
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
。
減
額
修
正
は
正
し

い
判
断
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

サ
ッ
カ
ー
場
・
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
に
要
す
る
用
地
の
2
割

か
ら
3
割
程
度
が
、
ま
だ
確
保
で

き
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
計
画

に
つ
い
て
も
市
民
に
ほ
と
ん
ど
知

ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
市
民
不
在
の

計
画
に
な
っ
て
い
る
。
以
上
を
考

慮
す
る
と
、
時
期
尚
早
で
あ
る
。

︻
表
決
︼

　

起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数

で
修
正
案
が
可
決
さ
れ
た
。

　
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

　
本
会
議
で
の
審
議
内
容
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さ
ら
な
る
定
住
促
進
に
つ
い
て

さ
ら
な
る
定
住
促
進
を
図
る

た
め
に
一
般
的
に
考
え
ら
れ
る

の
は
、
条
件
緩
和
と
助
成
額
の

上
積
み
で
あ
る
。
今
回
は
条
件

緩
和
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
に

よ
り
ど
の
程
度
の
定
住
が
見
込

ま
れ
る
の
か
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援

セ
ン
タ
ー
に
常
駐
す
る
鹿
児
島

県
の
移
住
交
流
相
談
員
が
ま
と

め
た
資
料
に
よ
る
と
、
単
身
者

の
相
談
が
37
％
で
最
も
多
い
こ

と
か
ら
、
単
身
者
も
対
象
に
す

る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
こ
れ

に
よ
り
ど
れ
く
ら
い
の
定
住
が

見
込
ま
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、

試
算
し
て
い
な
い
。

今
回
の
改
正
で
、
助
成
額
を

上
積
み
す
る
こ
と
は
考
え
な

か
っ
た
の
か
。

助
成
額
の
上
積
み
に
つ
い
て

は
、
検
討
し
な
か
っ
た
。

◎
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
可
決

総
務
水
道
委
員
会 

主
な
委
員
会
審
査
報
告

譲
渡
に
係
る
課
題
と
維
持
管
理
等

に
つ
い
て

県
と
の
協
議
の
上
、
取
り
壊

し
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

設
計
者
と
は
、
特
に
問
題
を
生

じ
さ
せ
な
い
よ
う
な
対
処
を
し

て
い
る
の
か
。

県
と
は
覚
書
に
基
づ
い
て
、

一
部
施
設
の
譲
渡
に
向
け
、
協

議
を
進
め
て
い
る
。
設
計
者
に

対
し
て
は
、
今
後
、
県
で
直
接

面
談
を
し
て
十
分
説
明
を
し
て

い
く
と
聞
い
て
い
る
。

譲
渡
施
設
に
係
る
年
間
の
使

用
料
収
入
と
維
持
管
理
費
は
、

ど
れ
ぐ
ら
い
と
見
込
ん
で
い
る

の
か
。

28
年
度
の
使
用
料
は
、
こ
れ

ま
で
の
実
績
を
基
に
56
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
。
維
持
管
理
費

は
、
本
館
・
中
央
ホ
ー
ル
・
体

育
館
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
合

わ
せ
て
、
年
間
３
５
０
０
万
円

か
ら
４
０
０
０
万
円
程
度
を
見

込
ん
で
い
る
。

県
と
の
話
し
合
い
も
設
計
者

と
の
話
し
合
い
も
進
行
中
で
、

全
て
が
確
定
し
て
い
な
い
中
で
、

４
月
１
日
施
行
の
条
例
を
提
案

す
る
の
は
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

施
設
の
譲
渡
は
、
県
と
の
覚

書
に
基
づ
き
事
務
を
進
め
て
お

り
、
４
月
１
日
以
降
、
事
故
等

が
な
い
よ

う
維
持
管

理
を
行
い
、

市
民
が
使

用
で
き
る

よ
う
に
今

回
の
条
例

を
提
案
し

た
。

◎
反
対
討
論
が
あ
り
、
起
立
採
決

の
結
果
、
起
立
多
数
で
原
案
可
決

指
宿
庁
舎
の
大
規
模
改
修
に
つ
い
て

指
宿
庁
舎
は
、
耐
震
補
強
工

事
に
併
せ
大
規
模
改
修
を
行
う

が
、
築
年
数
と
震
度
は
幾
ら
ま

で
耐
え
ら
れ
る
設
計
か
。

昭
和
48
年
12
月
竣
工
で
、
昭

和
56
年
に
改
正
さ
れ
た
建
築
基

準
法
に
基
づ
き
、
震
度
６
ま
で

を
想
定
し
て
い
る
。

大
規
模
改
修
工
事
に
伴
い
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
設
置
さ
れ
る

の
か
。

議
会
傍
聴
者
や
お
年
寄
り
、

障
害
者
の
２
階
・
３
階
へ
の
移

動
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
29

年
度
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
を
設

置
す
る
計
画
で
あ
る
。

18
歳
選
挙
権
に
関
し
て

学
校
側
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば

出
前
講
座
等
で
周
知
を
図
り
た

い
と
の
こ
と
だ
が
、
投
票
率
を

上
げ
る
た
め
の
積
極
的
な
取
り

組
み
は
行
っ
て
い
な
い
の
か
。

18
歳
選
挙
権
に
つ
い
て
は
、

主
権
者
教
育
の
一
環
と
捉
え
、

学
校
側
の
関
心
も
高
く
、
生
徒

会
の
役
員
選
挙
時
に
実
際
の
投

票
箱
や
記
載
台
を
貸
し
出
す
な

ど
、
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

市
有
財
産
の
管
理
に
つ
い
て

市
所
有
の
建
物
で
表
示
登
記

し
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
か
。

市
が
管
理
す
る
財
産
は
、
所

管
課
が
管
理
す
る
行
政
財
産
と

財
政
課
が
管
理
す
る
普
通
財
産

が
あ
る
。
建
物
の
登
記
は
、
昭

和
31
年
の
登
記
を
し
な
く
て
も

よ
い
と
い
う
特
例
が
あ
る
こ
と

や
費
用
が
掛
か
る
こ
と
か
ら
行

っ
て
い
な
い
。

マ
イ
ナ
ス
金
利
が
い
わ
れ
て

お
り
、
市
の
預
貯
金
も
１
０
０

億
円
ぐ
ら
い
あ
る
が
、
影
響
を

受
け
る
の
か
。

日
銀
の
政
策
で
マ
イ
ナ
ス
金

利
が
出
て
い
る
。
運
用
利
息
が

下
が
る
こ
と
で
将
来
的
に
は
運

用
益
が
減
る
の
で
、
収
入
が
減

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

防
災
行
政
に
つ
い
て

防
災
行
政
無
線
は
、
防
災
に

関
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
一
般
行

政
に
関
す
る
こ
と
に
も
利
用
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
機
能
す

る
か
ど
う
か
の
点
検
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

第
一
義
的
に
は
、
防
災
と
い

う
こ
と
で
緊
急
の
消
防
団
員
招

集
や
避
難
等
の
部
分
だ
が
、
行

政
に
お
い
て
必
要
と
判
断
す
れ

ば
、
所
管
課
の
要
請
に
よ
り
放

送
し
て
い
る
。
ま
た
、
点
検
に

つ
い
て
は
、
指
宿
地
域
で
昼
と

夕
方
の
２
回
、
山
川
・
開
聞
地

域
で
朝
、
昼
、
夕
方
の
３
回
、

毎
日
チ
ャ
イ
ム
を
鳴
ら
し
て
作

動
を
確
認
し
て
い
る
。

◎
反
対
討
論
が
あ
り
、
起
立
採
決

の
結
果
、
起
立
多
数
で
原
案
可
決

定
住
促
進
条
例
の
一
部
改
正

な
の
は
な
館
条
例
の
制
定

28
年
度
一
般
会
計
予
算
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28
年
度
一
般
会
計
予
算

28
年
度
国
民
健
康
保
険

�

特
別
会
計
予
算

28
年
度
介
護
保
険

�

特
別
会
計
予
算

指
宿
総
合
体
育
館
の
大
規
模
改
修

に
つ
い
て

指
宿
総
合
体
育
館
の
大
規
模

改
修
工
事
の
計
画
と
、
施
設
を

使
用
で
き
な
い
期
間
は
ど
れ
く

ら
い
に
な
る
見
込
み
か
。

28
年
度
に
設
計
を
行
い
、
29

年
度
工
事
の
予
定
で
あ
る
。
設

計
の
段
階
で
床
や
雨
漏
り
の
状

態
等
を
調
査
す
る
が
、
築
後
37

　

年
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

ど
の
程
度
の
工
事
に
な
る
か
結

果
次
第
だ
が
、
か
な
り
長
く
な

る
と
考
え
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て

子
ど
も
の
と
き
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
取
り
組
め
ば
、
高
校
卒
業
時

に
は
活
用
で
き
る
の
で
は
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い

か
。28

年
度
は
、
全
て
の
小
・
中

学
校
で
光
回
線
を
接
続
す
る
た

め
の
改
修
を
行
う
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
は
、
27
年
度
に
柳
田
小

と
開
聞
中
の
パ
ソ
コ
ン
入
れ
替

え
に
併
せ
て
導
入
し
た
。

市
民
活
動
保
険
に
つ
い
て

市
民
活
動
補
償
保
険
に
基
づ

く
保
険
給
付
は
、
何
件
で
ど
の

よ
う
な
事
例
が
あ
っ
た
の
か
。

27
年
度
は
、
傷
害
５
件
、
賠

償
２
件
で
あ
っ
た
。
主
な
事
例

は
、
傷
害
が
自
治
公
民
館
の
運

動
会
で
の
け
が
、
賠
償
が
草
払

い
等
で
跳
ね
た
石
が
車
に
当
た

　

っ
て
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
な
ど
で

あ
る
。

ご
み
出
し
ア
プ
リ
に
つ
い
て

委
託
料
と
ア
プ
リ
の
内
容
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

22
万
３
千
円
を
計
上
し
て
い

る
。
内
容
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
み
出
し
日
や
分
別
方
法
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

ほ
か
、
新
た
に
ご
み
ア
プ
リ
を

開
発
す
る
方
法
や
他
自
治
体
の

導
入
事
例
を
参
考
に
比
較
検
討

し
た
い
。

不
妊
治
療
助
成
に
つ
い
て

28
年
度
か
ら
実
施
す
る
不
妊

治
療
助
成
は
、
ど
の
よ
う
な
内

容
か
。

特
定
不
妊
治
療
の
体
外
受
精

と
顕
微
授
精
が
対
象
で
、
国
の

制
度
に
基
づ
く
県
の
助
成
に
上

乗
せ
し
て
実
施
す
る
。
28
年
４

月
以
降
の
県
の
助
成
額
は
、
初

回
30
万
円
、
２
回
目
以
降
15
万

円
で
、
こ
れ
に
加
え
て
市
が
10

万
円
を
上
限
に
５
年
間
助
成
を

行
う
。

産
科
医
の
確
保
に
つ
い
て

指
宿
医
療
セ
ン
タ
ー
の
産
科

医
確
保
の
た
め
の
寄
付
講
座
は

28
年
度
で
終
わ
る
が
、
今
後
ど

う
な
る
の
か
。

29
年
度
以
降
も
引
き
続
き
、

３
年
間
の
寄
付
講
座
の
協
定
を

締
結
し
て
、
産
科
医
を
確
保
す

る
予
定
で
あ
る
。

◎
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
可
決

ｅ︲

ウ
エ
ル
ネ
ス
事
業
に
つ
い
て

特
別
対
策
事
業
で
実
施
す
る

ｅ︲

ウ
エ
ル
ネ
ス
事
業
は
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、
自

分
の
運
動
デ
ー
タ
の
相
互
通
信

で
得
ら
れ
た
健
康
運
動
カ
ル
テ

に
基
づ
き
、
個
々
に
適
し
た
運

動
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
有
酸

素
運
動
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
組
み
合
わ
せ
て
、
体
組
成
や

血
圧
な
ど
の
バ
イ
タ
ル
的
な
デ

ー
タ
も
見
な
が
ら
週
１
回
取
り

組
む
。

人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

人
間
ド
ッ
ク
補
助
は
、
受
診

者
全
員
が
対
象
な
の
か
。

事
前
に
申
し
込
ん
で
受
診
し

た
方
全
員
に
、
１
万
９
千
円
く

ら
い
補
助
し
て
い
る
。

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と

で
、
病
気
の
早
期
発
見
に
つ
な

が
る
が
、
受
診
者
を
増
や
す
対

策
は
検
討
し
て
い
る
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
Ｐ
Ｒ
に
努

め
て
お
り
、
27
年
度
か
ら
は
後

期
高
齢
者
に
も
枠
を
広
げ
て
受

診
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

◎
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
可
決

【
photo

】
P7

－
①

こ
ろ
ば
ん
体
操
の
様
子

訪
問
調
査
員
に
つ
い
て

訪
問
調
査
員
は
、
介
護
資
格

な
ど
の
資
格
を
持
っ
た
方
か
。

県
が
行
う
認
定
調
査
員
の
研

修
を
終
了
し
た
市
職
員
や
介
護

支
援
専
門
員
で
あ
る
。

介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て

介
護
予
防
事
業
の
取
り
組
み

と
こ
ろ
ば
ん
体
操
の
内
容
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

一
次
予
防
事
業
で
こ
ろ
ば
ん

体
操
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
元

気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業
等

を
行
う
。
こ
ろ
ば
ん
体
操
は
、

体
操
の
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
あ

る
自
治
公
民
館
等
で
行
う
も
の

で
、
28
年
度
は
25
地
区
を
予
定

し
て
い
る
。
今
後
も
自
主
的
な

活
動
に
意
欲
の
あ
る
公
民
館
に

広
め
た
い
。

◎
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
可
決

文
教
厚
生
委
員
会 

主
な
委
員
会
審
査
報
告

ころばん体操の様子

大規模改修工事が行われる指宿総合体育館
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市
営
住
宅
の
管
理
に
つ
い
て

入
居
希
望
の
待
機
者
の
状
況

と
入
居
不
能
な
住
宅
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

７
８
８
戸
に
対
し
て
、
待
機

者
が
３
９
１
人
で
、
近
い
将
来

用
途
廃
止
を
予
定
し
て
い
る
な

ど
、
現
在
入
れ
て
い
な
い
住
宅

が
50
戸
あ
る
。

建
て
替
え
が
予
定
さ
れ
て
い

る
敷
領
団
地
の
２
棟
45
戸
は
、

何
階
建
て
に
な
る
の
か
。

28
年
度
に
実
施
す
る
基
本
構

想
で
最
終
的
に
決
定
す
る
が
、

３
階
か
４
階
を
考
え
て
い
る
。

住
宅
使
用
料
の
滞
納
繰
越
分

は
、
ト
ー
タ
ル
で
幾
ら
ぐ
ら
い

あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う
に
徴
収

し
て
い
く
の
か
。

２
月
時
点
で
26
年
度
ま
で
の

滞
納
分
が
、
１
５
０
１
万
７
４

０
０
円
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
方

か
ら
、
今
の
家
賃
に
上
乗
せ
し

て
支
払
う
約
束
を
取
り
付
け
て

お
り
、
納
付
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。

海
岸
整
備
に
つ
い
て

瀬
崎
港
海
岸
整
備
事
業
は
、

28
年
度
で
終
わ
る
の
か
。

26
年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し
、

　

28
年
度
は
６
千
万
円
の
事
業
を

計
画
し
て
い
る
。
29
年
度
は
３

千
万
円
を
要
望
し
、
完
了
さ
せ

た
い
。

東
方
海
岸
堤
防
老
朽
化
対
策

緊
急
事
業
の
進し
ん

捗ち
ょ
く

状
況
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

全
体
延
長
１
３
６
０
ｍ
の
う

ち
、
27
年
度
末
で
１
１
０
０
ｍ

完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
進
捗

率
は
約
82
％
で
、
30
年
度
の
完

了
を
目
標
に
し
て
い
る
。

　

農
業
者
支
援
事
業
等
に
つ
い
て

が
ん
ば
る
農
業
者
・
起
業
支

援
事
業
は
、
販
路
拡
大
等
に
支

援
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

６
次
産
業
の
支
援
を
図
る
た

め
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
研
修

視
察
、
開
発
事
業
の
ほ
か
、
市

場
開
拓
を
目
的
と
し
た
研
修
や

商
品
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

青
年
農
業
給
付
金
に
つ
い

て
、
平
均
年
齢
と
品
目
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

平
均
年
齢
が
31
・
８
歳
で
、

品
目
は
昨
年
度
が
23
人
中
、
果

樹
が
２
人
、
残
り
は
オ
ク
ラ
、

ソ
ラ
マ
メ
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド

ウ
な
ど
の
野
菜
で
あ
る
。

◎
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
可
決

施
設
改
修
等
に
つ
い
て

１
０
０
番
台
の
改
修
工
事
は
、

ど
れ
く
ら
い
の
工
事
を
見
込
ん

で
い
る
の
か
。

天
井
、
外
壁
、
内
壁
を
全
て

張
り
替
え
る
ほ
か
、
梅
雨
時
期

の
対
策
と
し
て
換
気
扇
を
取
り

付
け
る
計
画
で
、
５
５
０
万
円

ほ
ど
掛
か
る
。　

近
年
の
利
用
客
数
と
売
上
の

推
移
、
外
国
人
の
利
用
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

利
用
客
数
と
売
上
は
、
24
年

度
が
17
万
５
９
３
６
人
で
２
億

１
４
０
７
万
円
、
25
年
度
が
18

万
６
０
７
４
人
で
２
億
２
６
３

０
万
円
、
26
年
度
が
16
万
５
７

５
５
人
で
２
億
７
３
８
万
円
で

あ
る
。
外
国
人
の
利
用
は
、
台

湾
と
香
港
の
方
が
少
し
ず
つ
増

え
て
い
る
。

◎
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
可
決

雨
水
対
策
に
つ
い
て

新
潟
口
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
供

用
開
始
は
い
つ
か
ら
か
。

土
木
建
築
工
事
は
す
で
に
終

え
、
今
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
ポ
ン

プ
設
備
を
現
地
に
持
ち
込
み
、

29
年
度
か
ら
供
用
開
始
の
見
込

み
で
あ
る
。

弥
次
个
湯
地
区
の
浸
水
が
解

消
さ
れ
る
の
は
い
つ
ご
ろ
か
。

28
年
度
に
見
直
し
を
行
う
浸

水
解
析
の
結
果
を
踏
ま
え
、
29

年
度
に
基
本
設
計
、
30
年
度
実

施
詳
細
設
計
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
り
、
31
年
度
か
ら
現
場
工

事
に
着
手
し
、
35
年
度
完
成
の

見
込
み
で
あ
る
。

◎
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
可
決

28
年
度
一
般
会
計
予
算

28
年
度
唐
船
峡
そ
う
め
ん

�

流
し
事
業
特
別
会
計
予
算

28
年
度
公
共
下
水
道
事
業

　
　
　
　
特
別
会
計
予
算

産
業
建
設
委
員
会 

主
な
委
員
会
審
査
報
告

建て替えが予定されている敷領団地

整備が進められている東方海岸の堤防

改修予定の 100 番台の施設
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ここが聞きたい聞きた
市 政 の 《一般質問

》

３月定例会では、10 人の議員が市
政の各方面にわたって質問を行いまし
た。
　掲載の内容は、主な項目についての
質問と答弁の要旨であり、質問者の文
責によるものです。
　なお、本会議の会議録は市議会事務
局、山川・開聞庁舎、図書館および市
ホームページで閲覧できます。一般質
問などの詳しい内容については、会議
録をご覧ください。

18
歳
・
19
歳
の
時
期
に
政
治
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
︑
選
挙
に
行
っ
て
も
ら
う

機
運
を
高
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う

が
︑
そ
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
︒

中
学
校
や
高
校
の
生
徒
会
選
挙
時
に
︑

投
票
箱
や
記
載
台
等
を
貸
し
出
し
︑
ま

た
︑
小
学
校
へ
の
出
前
授
業
を
実
施
し
て

い
る
︒
国
や
社
会
の
問
題
を
自
分
た
ち
の

問
題
と
し
て
考
え
︑
行
動
し
て
い
く
︑
い

わ
ゆ
る
主
権
者
教
育
の
充
実
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
︒
選
挙
啓
発
事
業
の
充

実
を
さ
ら
に
図
る
と
と
も
に
︑
学
校
と
の

連
携
も
強
化
し
た
取
り
組
み
を
し
た
い
︒

投
票
率
を
高
め
る
施
策
と
し
て
︑
大
型

店
や
大
規
模
な
工
場
︑
ホ
テ
ル
な
ど
を
投

票
所
に
指
定
で
き
な
い
か
︒

駅
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
へ
誰

で
も
投
票
で
き
る
共
通
投
票
所
を
設
置
す
る

こ
と
に
つ
い
て
︑
今
年
の
参
議
院
通
常
選
挙

か
ら
導
入
で
き
る
︒
二
重
投
票
を
防
ぐ
た
め

の
方
策
や
投
票
の
安
全
性
の
確
保
を
し
た
上

で
︑
設
置
に
向
け
て
検
討
を
し
た
い
︒

メ
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン

ド
︑
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
に
つ
い

て
︑
総
事
業
費
と
今
後
の
維
持
管
理
は
ど

の
く
ら
い
に
な
る
か
︒

整
備
費
の
内
訳
は
︑
設
計
業
務
に

９
８
０
０
万
円
︑
用
地
買
収
費
や
土
地
改

修
費
に
14
億
円
︑
天
然
芝
の
メ
イ
ン
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
２
億
５
千
万
円
︑
人
工
芝
の
サ

ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
１
億
５
千
万
円
︑
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
１
億
円
で
︑
駐
車
場
や

ト
イ
レ
に
１
億
２
千
万
円
︑
合
計
で
約

21
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
︒
維
持
管
理
費

は
︑メ
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
７
０
０
万
円
︑

サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
１
０
０
万
円
︑
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
２
０
０
万
円
︑
そ
の
他

で
２
０
０
万
円
の
合
計
約
１
２
０
０
万
円

で
あ
る
︒

財
源
内
訳
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
︒総

事
業
費
約
21
億
円
は
︑
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ

︵
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
︶
等
の
助
成
金
で

約
２
億
円
︑
残
り
の
19
億
円
は
合
併
特

例
債
を
活
用
す
る
︒
一
般
財
源
は
︑
約

６
億
４
千
万
円
と
な
る
︒

各
種
選
挙
に
つ
い
て

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
に
向
け
て
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

下
川
床
　
泉
議
員
　生徒会選挙の様子
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１
月
24
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
の
大
雪

や
低
温
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
に
つ
い

て
、
２
月
の
臨
時
議
会
に
て
財
政
支
援
等

を
求
め
る
意
見
書
を
県
・
国
へ
提
出
し
た

が
、
指
宿
市
と
し
て
の
支
援
策
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

農
業
振
興
促
進
基
金
の
増
額
や
葉
面
散

布
資
材
を
農
家
へ
配
布
し
た
。

被
害
農
家
に
対
し
て
、
面
積
割
り
で
の

見
舞
金
の
対
応
は
で
き
な
い
か
。

見
舞
金
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
考
え
て

い
な
い
。

被
害
農
家
に
対
し
て
、
健
康
保
険
税
等

の
減
免
は
検
討
さ
れ
な
い
の
か
。

市
税
等
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
決
定
ま

で
に
一
定
期
間
を
要
す
る
の
で
、
税
務
課

収
納
対
策
室
へ
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

魚
見
・
柳
田
・
今
和
泉
の
校
区
公
民
館

の
１
階
和
式
ト
イ
レ
を
洋
式
に
改
修
す
る

計
画
の
中
で
、
温
水
洗
浄
便
座
は
、
で
き

な
い
と
言
わ
れ
た
が
、
ど
れ
だ
け
の
費
用

が
か
さ
む
の
か
。

洋
式
便
器
を
温
水
洗
浄
便
座
に
す
る

と
、
１
台
が
工
事
費
を
含
め
て
10
万
円
か

ら
15
万
円
程
度
の
費
用
と
な
る
。

体
育
館
や
指
宿
庁
舎
の
ト
イ
レ
も
洋
式

に
変
更
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
温
水
洗
浄

便
座
は
設
置
し
な
い
の
か
。

指
宿
総
合
体
育
館
と
指
宿
庁
舎
の
ト
イ

レ
改
修
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
和
式
か

ら
洋
式
化
へ
改
修
が
進
ん
で
い
る
の
で
、

洋
式
ト
イ
レ
に
は
温
水
洗
浄
便
座
を
設
置

す
る
計
画
で
あ
る
。

３
校
区
公
民
館
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ

う
に
で
き
な
い
か
。

庁
舎
等
他
の
施
設
と
併
せ
て
、
温
水
洗

浄
便
座
を
設
置
し
た
い
。

サ
ッ
カ
ー
場
と
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

約
21
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
一
般
財

源
は
ど
れ
く
ら
い
必
要
か
。
ま
た
、
基
本

理
念
や
目
的
に
つ
い
て
、
市
民
の
願
い
や

思
い
に
ど
の
よ
う
に
応
え
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
。
固
定
観
客
席
だ
け
で
も
約
２
０

０
０
席
の
メ
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
を

何
日
く
ら
い
み
て
い
る
か
。
維
持
費
は
１

２
０
０
万
円
程
度
と
さ
れ
て
い
る
が
、
人

件
費
が
入
っ
て
い
な
い
。
人
件
費
を
含
め

る
と
幾
ら
必
要
か
。

一
般
財
源
は
、
約
６
億
４
０
０
０
万
円

を
想
定
し
て
い
る
。サ
ッ
カ
ー
場
整
備
は
、

２
０
２
０
年
に
千
載
一
遇
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
国
民
体
育

大
会
と
い
う
、
こ
の
機
に
備
え
る
こ
と
の

有
用
性
・
有
利
性
を
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
メ
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
は

１
２
３
日
を
見
込
み
、
利
用
者
数
は
全
体

で
約
２
万
５
０
０
０
人
、
観
客
者
数
は
約

２
万
８
０
０
０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。
人

件
費
を
含
め
た
概
算
は
立
て
て
い
な
い
。

　

な
の
は
な
館
の
問
題
に
つ
い
て

な
の
は
な
館
を
県
か
ら
無
償
譲
渡
さ
れ

る
よ
う
な
場
合
に
は
議
会
の
議
決
を
得
た

い
と
、平
成
26
年
３
月
議
会
や
６
月
議
会
、

な
の

は
な

館
の

問
題

に
つ

い
て

そ
し
て
議
員
懇
談
会
を
含
め
て
説
明
・
答

弁
を
し
て
き
た
。
無
償
譲
渡
に
伴
う
予
算

上
の
議
案
上
程
に
と
ど
ま
ら
ず
、
無
償
譲

渡
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
議
会
議
決
を
求

め
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
い
ま
だ
議

会
に
か
か
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
議
会
無

　

視
、
議
会
制
民
主
主
義
の
否
定
で
あ
り
、

ま
た
、
市
長
と
し
て
の
資
質
に
関
わ
る
問

題
で
あ
る
。
議
会
議
決
を
求
め
る
と
い
う

答
弁
・
約
束
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

議
会
制
民
主
主
義
に
反
す
る
と
い
う
こ

と
に
は
当
た
ら
な
い
。
予
算
を
認
め
て
い

た
だ
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
無
償

譲
渡
を
受
け
て
今
後
の
な
の
は
な
館
の
利

活
用
に
つ
い
て
承
認
い
た
だ
い
た
と
理
解

を
い
た
し
た
い
と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に
つ
い
て

　

①
経
済
効
果
お
よ
び
地
域
浮
揚
の
効
果
に

　
　

つ
い
て

　

②
店
舗
へ
の
適
用
拡
大
に
つ
い
て

農
業
振
興
策
に
つ
い
て

西
森
　
三
義
議
員
　

前
之
園
　
正
和
議
員
　

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
改
修
に

つ
い
て

サ
ッ
カ
ー
場
構
想
に
つ
い
て

被害を受けたソラマメ

市に無償譲渡されたなのはな館の一部
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い
ぶ
た
ま
の
脱
線
事
故
以
降
、
梅
雨
時

期
に
な
る
と
運
休
す
る
こ
と
が
多
く
、
休

校
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
と
し
て
は
、
市
内
の
各
学
校
の
要
望

を
聞
き
取
っ
て
、
毎
年
個
々
に
項
目
立
て

て
、
Ｊ
Ｒ
に
要
望
し
て
い
る
。

駅
伝
部
が
新
人
大
会
で
２
位
の
成
績
を

収
め
た
。
指
導
者
の
先
生
が
個
人
で
寮
を

造
り
、
生
徒
の
面
倒
を
見
て
い
る
よ
う
だ

が
、
以
前
、
市
長
か
ら
寮
を
造
る
考
え
が

あ
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
が
、
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

地
域
に
根
差
し
た
特
色
あ
る
指
宿
商
業

高
校
は
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
観
点

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
、
そ
れ
を
支

援
し
て
い
く
の
が
行
政
で
あ
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
。

４
月
１
日
に
県
か
ら
譲
渡
さ
れ
、
運
用

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
維
持
管
理
費
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

本
館
、体
育
館
、芝
生
広
場
、中
央
ホ
ー

ル
、
屋
根
付
き
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
維
持

管
理
費
と
し
て
、
年
間
３
５
０
０
万
円
か

ら
４
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

こ
の
維
持
管
理
費
に
は
、
人
件
費
は
含

ま
れ
て
い
る
の
か
。

人
件
費
を
除
い
て
の
金
額
で
あ
る
。

な
の
は
な
館
は
以
前
、
避
難
場
所
に
な

っ
て
い
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
ど

う
か
。

以
前
、
宿
泊
施
設
棟
の
地
下
の
部
分
を

指
定
し
て
い
た
経
緯
が
あ
る
が
、
一
部
休

館
に
な
っ
て
か
ら
は
外
し
て
い
る
。

市
民
会
館
運
営
協
議
会
で
話
し
合
わ
れ

た
内
容
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

な
の
は
な
館
敷
地
内
で
の
建
設
位
置
に

つ
い
て
、
な
の
は
な
館
事
務
所
に
近
く
管

理
し
や
す
い
こ
と
や
、
駐
車
場
に
も
近
い

こ
と
か
ら
、
解
体
跡
地
が
適
当
で
あ
る
と

の
提
言
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

指
宿
温
泉
ま
ち
づ
く
り
公
社
お
よ
び
指

定
管
理
者
と
は
。

指
宿
温
泉
ま
ち
づ
く
り
公
社
は
、
平
成

８
年
砂
む
し
会
館
砂
楽
が
新
た
に
建
設
さ

れ
、
指
宿
市
が
５
千
万
円
、
指
宿
市
観
光

協
会
が
50
万
円
、
指
宿
商
工
会
議
所
が
20

万
円
を
出
資
し
設
立
さ
れ
た
。
平
成
８
年

砂
む
し
会
館
砂
楽
の
管
理
委
託
、
平
成
10

年
指
宿
市
民
会
館
、
平
成
16
年
体
育
施
設

の
ほ
か
、
公
園
と
道
路
維
持
の
管
理
、
平

成
17
年
橋
牟
礼
遺
跡
公
園
の
管
理
、
平
成

25
年
山
川
文
化
ホ
ー
ル
の
指
定
管
理
者
に

も
な
っ
て
い
る
。

指
定
管
理
者
は
、

平
成
15
年
の
地
方

自
治
法
改
正
に
よ

り
、
民
間
の
事
業

者
等
を
公
の
施
設

の
管
理
者
と
す
る

こ
と
で
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大

限
活
用
し
、
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
管

理
経
費
の
削
減
な
ど
に
効
果
を
発
揮
す
る

も
の
と
し
て
導
入
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。

指
宿
市
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
か

か
る
指
針
に
も
あ
る
と
お
り
、「
官
か
ら

民
へ
の
構
造
改
革
」
の
も
と
、
民
間
業
者

に
よ
る
施
設
の
維
持
管
理
が
履
行
さ
れ
て

い
る
か
。

砂
楽
に
関
し
て
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

は
、
主
旨
に
沿
っ
た
形
で
運
営
が
な
さ
れ

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

今
回
の
砂
楽
の
件
に
関
し
て
、
指
定
管

理
者
指
定
の
協
定
の
締
結
に
信
義
誠
実
の

原
則
と
い
う
の
が
あ
り
、
著
し
く
社
会
的

信
用
を
損
な
う
こ
と
に
よ
り
、
指
定
管
理

者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
さ
れ
る
と

き
と
あ
る
が
、
指
定
管
理
者
は
解
約
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

公
社
が
組
織
的
に
不
正
を
働
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
当
然
そ
れ
は
協
定
の

信
義
則
に
反
す
る
。
臨
時
職
員
１
名
が
不

正
を
働
い
た
と
い
う
こ
と
で
取
り
消
し
で

は
な
い
。

一
般
財
団
法
人
指
宿
温
泉
ま
ち
づ
く
り

公
社
の
登
記
で
は
、
代
表
理
事
豊
留
悦
男

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
ど
う

思
う
か
。

協
定
事
項
に
基
づ
く
規
約
、
規
程
、
そ

の
他
備
え
る
べ
き
条
項
等
が
整
備
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
の

よ
う
な
事
件
が
起
き
た
と
思
わ
れ
、
改
善

指
示
書
に
基
づ
く
改
善
が
な
さ
れ
な
い
と

し
た
ら
、
毅
然
と
し
た
判
断
を
す
べ
き
で

あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
、
代
表
理

事
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

一
般
財
団
法
人
指
宿
温
泉

ま
ち
づ
く
り
公
社
に
つ
い
て

外
薗
　
幸
吉
議
員
　

指
宿
商
業
高
等
学
校
に
つ
い
て

な
の
は
な
館
に
つ
い
て

市
民
会
館
に
つ
い
て

臼
山
　
正
志
議
員
　脱線した「いぶたま」

砂むし会館「砂楽」
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２
０
２
０
年
の
鹿
児
島
国
体
の
際
、
本

市
で
行
わ
れ
る
競
技
は
何
か
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
成
年
女
子
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
全
種
目
、
公
開
競
技
と
し
て
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
予
定
し
て
い
る
。

競
技
参
加
者
数
と
、
参
加
者
は
本
市
に

泊
ま
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
１
８
２
人
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
競
技
４
４
４
人
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
競
技
２
８
８
人
、
３
競
技
の
役
員
関
係

者
が
５
０
３
人
、
合
計
１
４
１
７
人
が
見

込
ま
れ
、
全
選
手
・
役
員
が
市
内
に
宿
泊

す
る
と
思
わ
れ
る
。

子
ど
も
た
ち
が
観
戦
や
応
援
す
る
こ
と

も
大
切
な
教
育
活
動
の
一
環
で
あ
る
と
思

う
が
、
体
制
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

一
流
選
手
の
プ
レ
ー
や
姿
を
目
に
す
る

こ
と
は
、
大
変
貴
重
な
体
験
と
考
え
て
い

る
。
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
見
学
す
る
機

会
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
等
と
連
携
し
て

い
く
。

指
宿
総
合
体
育
館
に
、
国
体
利
用
後
の

さ
ら
な
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
利
用
率
向

上
、
今
後
体
育
館
が
避
難
所
と
な
る
ケ
ー

ス
も
想
定
し
た
冷
暖
房
設
備
導
入
の
考
え

は
な
い
の
か
。

国
体
を
契
機
と
し
た
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ

の
発
展
を
考
慮
す
れ
ば
、
冷
暖
房
設
備
は

設
置
の
方
向
で
考
え
て
い
る
。

開
聞
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド

の
駐
車
場
は
、

イ
ベ
ン
ト
が

重
な
る
と
足

り
な
い
状
況

で
あ
る
が
、整

備
す
る
考
え

は
な
い
か
。

そ
の
必
要

性
は
認
識
し

て
い
る
。
今

後
、
解
決
す

る
よ
う
に
調

査
・
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

本
市
か
ら
国
体
を
目
指
す
選
手
育
成
や

指
導
者
育
成
等
、
体
制
強
化
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

本
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
指
宿
市
ス
ポ
ー

ツ
文
化
振
興
基
金
を
活
用
し
て
、
競
技
力

向
上
に
向
け
、
選
手
や
競
技
団
体
を
後
押

し
し
て
い
く
。

未
改
良
部
分
の
進し
ん

捗ち
ょ
く

状
況
は
。

整
備
案
に
よ
り
、
岩
崎
産
業
の
土
地
利

用
計
画
等
を
踏
ま
え
何
回
も
交
渉
し
て
き

た
。
今
後
、
協
議
が
進
む
と
予
想
し
て
お

り
、
土
地
売
買
契
約
等
を
締
結
し
、
保
安

林
解
除
の
諸
手
続
き
を
経
て
、
工
事
の
着

手
と
な
る
。

プ
ー
ル
屋
根
修
繕
が
遅
れ
た
理
由
は
。

昨
年
８
月
25
日
に
被
害
を
受
け
、
建
築

設
計
事
務
所
に
専
門
的
な
調
査
と
費
用
は

　

ど
れ
く
ら
い
掛
か
る
の
か
を
依
頼
し
た
。

　

回
答
で
は
、
福
岡
の
専
門
業
者
に
調
査
依

頼
す
る
こ
と
や
、
部
品
単
価
等
の
確
認
も

あ
る
の
で
、
調
査
期
間
は
11
月
末
日
ま
で

の
３
カ
月
間
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
。

　
　

そ
し
て
、
12
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
提

出
さ
れ
た
調
査
報
告
に
基
づ
き
、
多
方
面

か
ら
協
議
を
行
っ
て
き
た
。

補
修
が
完
了
す
る
の
は
い
つ
ご
ろ
か
。

現
在
、
実
施
設
計
に
取
り
掛
か
っ
て
お

り
、
順
調
に
い
け
ば
お
盆
ご
ろ
に
は
完
成

す
る
。

跡
地
利
用
事
業
者
募
集
要
項
は
、
前
回

の
公
募
と
比
べ
変
更
、
ま
た
は
新
た
に
加

え
た
部
分
は
あ
る
の
か
。

土
地
の
貸
借
に
つ
い
て
、
無
償
の
使
用

貸
借
で
な
く
、
事
業
用
定
期
借
地
、
ま
た

は
売
却
も
含
め
現
在
検
討
し
て
い
る
。

　
　

そ
し
て
、
選
定
委
員
会
の
委
員
に
、
公

募
で
20
歳
か
ら
40
歳
代
の
女
性
１
人
を
選

ぶ
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

次
の
公
募
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

公
募
要
項
を
し
っ
か
り
と
選
定
・
公
表

し
、
お
お
む
ね
今
年
の
９
月
ご
ろ
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
空
き
家
問
題
の
現
状
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

鹿
児
島
国
体
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

開
聞
岳
一
周
道
路
に
つ
い
て

国
民
宿
舎
跡
地
の

有
効
利
用
に
つ
い
て

レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
か
い
も
ん
の

管
理
に
つ
い
て

恒
吉
　
太
吾
議
員
　

浜
田
　
藤
幸
議
員
　

大会の利用も多い開聞総合グラウンド

在りし日の国民宿舎かいもん荘
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農
産
物
の
低
温
災
害
の
支
援
策
に
つ
い

て
、
振
興
資
金
の
対
象
者
を
拡
大
し
て
い

る
と
説
明
が
あ
る
が
、
相
談
者
は
何
人
い

て
、
何
人
が
借
り
入
れ
が
で
き
る
の
か
。

振
興
促
進
基
金
に
つ
い
て
は
、
貸
付
対

象
者
を
認
定
農
家
か
ら
、
認
定
新
規
就
農

者
や
担
い
手
農
家
等
に
広
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
の
作
付
の
資
材
費
に
も
対
象
を
ひ
ろ

げ
、
農
家
の
負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
振
興
資
金
の
相
談
は
約
50
人
が
相

談
し
、
４
人
の
申
請
が
あ
っ
た
。

農
家
は
資
金
繰
り
に
困
っ
て
い
る
。
利

用
で
き
な
い
の
は
、
な
に
が
問
題
で
農
家

が
利
用
で
き
な
い
状
況
か
。

規
則
に
そ
っ
た
形
で
や
っ
て
い
る
。
中

身
を
変
え
て
使
い
や
す
い
よ
う
に
し
て
お

り
、
中
身
的
に
は
使
い
に
く
い
と
は
思
っ

て
い
な
い
。

農
家
の
実
態
を
考
え
れ
ば
、
非
常
事
態

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
振
興
資

金
を
借
り
や
す
く
検
討
す
る
意
思
は
な
い

か
。お

金
を
貸
す
と
い
う
こ
と
は
、
保
証
を

担
保
し
な
け
れ
ば
難
し
い
。
明
日
の
生
活

に
困
る
と
い
う
切
実
な
声
も
届
い
て
い
る
。

今
回
の
災
害
を
教
訓
に
農
業
の
足
腰
を
強

め
て
い
く
こ
と
を
各
機
関
と
協
議
し
て
い

る
。大

規
模
太
陽
光
発
電
の
林
地
開
発
が
申

請
さ
れ
た
と
き
に
、
県
が
許
可
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
市
に
ど
の
よ
う
な
意
見
が
求

め
ら
れ
る
か
。

土
砂
災
害
・
水
害
・
水
の
確
保
に
著
し

い
支
障
を
来
た
す
恐
れ
が
あ
る
と
き
・
周

辺
へ
の
環
境
へ
の
影
響
な
ど
４
項
目
を
知

事
が
審
査
し
、
許
可
を
出
す
前
に
意
見
を

求
め
ら
れ
る
。

全
国
の
自
治
体
で
は
、
条
例
等
で
規
制

を
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

条
例
や
要
綱

等
は
、
強
制
的

に
と
め
る
権
限

は
な
く
、
行
政

指
導
に
と
ど
ま

る
。
条
例
等
で

の
規
制
は
考
え

て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
JR
山
川
駅
に
つ
い
て

地
域
ぐ
る
み
で
高
齢
者
を
支
援
す
る
た

め
に
、
福
祉
座
談
会
に
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
。

本
市
に
お
い
て
も
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
、

地
域
全
体
で
高
齢
者
の
方
々
を
支
え
る
た

め
、
本
市
の
実
情
に
合
っ
た
取
り
組
み
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

平
成
29
年
度
か
ら
始
ま
る
新
し
い
総
合
事

業
に
お
い
て
、
各
家
庭
で
抱
え
て
い
る
介

護
等
の
問
題
や
地
域
の
困
り
ご
と
な
ど
を

的
確
に
把
握
す
る
有
効
的
な
手
段
と
し

て
、
福
祉
座
談
会
的
な
も
の
を
活
用
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
や
障
害
者
の
暮
ら
し
の
支
援
を

目
的
と
し
た
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
事

業
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

高
齢
者
の
方
々
の
生
活
支
援
員
と
し
て
、

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
は
必
要
な
こ

と
だ
と
考
え
て
い
る
。

介
護
職
員
初
任
者
研
修
資
格
を
取
る
た

め
の
助
成
は
で
き
な
い
か
。

今
後
ま
す
ま
す
少
子
高
齢
化
が
進
展
す

る
中
、
市
と
し
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指

宿
や
介
護
事
業
所
等
と
連
携
し
、
介
護
職

員
初
任
者
研
修
や
受
講
希
望
者
へ
の
助
成

制
度
の
普
及
・
啓
発
を
行
い
、
介
護
現
場

の
人
材
確
保
に
努
め
た
い
。

学
校
の
授
業
の
一
環
に
認
知
症
対
策
も

入
れ
ら
れ
な
い
か
。

今
後
、
児
童
・
生
徒
が
認
知
症
対
策
に

つ
い
て
理
解
し
、
認
知
症
の
方
へ
の
接
し

方
を
学
べ
る
よ
う
に
、
教
育
委
員
会
と
し

て
も
、
認
知
症
等
に
つ
い
て
の
教
育
が
行

わ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

胃
が
ん
検
診
の
中
に
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を

含
め
る
こ
と
と
助
成
は
で
き
な
い
か
。

ピ
ロ
リ
菌
抗
体
検
査
に
つ
い
て
は
、
国

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

助
成
に
つ
い
て
は
、
保
険
対
応
の
た
め
考

え
て
い
な
い
。

農
産
物
の
低
温
災
害
に
つ
い
て

安
心
・
安
全
な
生
活
に
つ
い
て

太
陽
光
林
地
開
発
に
つ
い
て

吉
村
　
重
則
議
員
　

高
田
　
チ
ヨ
子
議
員
　

さまざまな場所で設置が進む太陽光発電

南大隅町でのふくし座談会
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開
始
し
た
返
礼
品
事
業
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

具
体
的
に
は
寄
付
額
に
応
じ
て
６
段
階

に
区
分
し
、
寄
付
額
１
万
円
以
上
２
万
円

未
満
が
送
料
別
で
３
千
円
相
当
か
ら
、
15

万
円
以
上
が
４
万
５
千
円
相
当
の
返
礼
品

を
贈
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　

返
礼
品
事
業
を
開
始
し
た
10
月
か
ら
は
、

10
月
が
５
２
７
件
、
１
０
２
９
万
３
千
円
、

11
月
が
８
９
４
件
、
１
８
２
５
万
５
千
円
、

12
月
が
８
８
６
１
件
、
１
億
６
７
０
５
万

７
４
３
２
円
で
、
件
数
・
寄
付
額
と
も
大

幅
に
増
加
し
て
い
る
。
特
に
人
気
の
商
品

は
鰻
の
蒲
焼
き
で
、
返
礼
品
の
約
60
％
を

占
め
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を
何
に
活
用
す
る

考
え
か
。

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
、
２
８
３
８
万
４
千
円
を
小
・

中
学
校
図
書
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
中
学

校
音
楽
備
品
、
開
聞
総
合
体
育
館
備
品
の

購
入
な
ど
に
活
用
し
て
い
る
。

　
　

平
成
27
年
度
は
、
山
川
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
福
祉
バ
ス
、
指
宿
総
合
体
育
館
備

品
な
ど
の
購
入
費
約
７
１
４
万
８
千
円
に

活
用
し
て
い
る
。

　
　

平
成
28
年
度
は
、
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
夢
の
教
室
事
業
費
、
花
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
費
、
景
勝
林
保
全
対
策
費
、

給
食
配
給
車
購
入
、
小
・
中
学
校
音
楽
備

品
購
入
な
ど
、
約
９
５
８
２
万
６
千
円
に

活
用
す
る
計
画
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
大
切
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
目
指
す
も
の
は
何
か
。

ふ
る
さ
と
の
納
税
制
度
を
通
じ
て
、
豊

か
な
資
源
が
織
り
な
す
食
と
健
幸
の
ま
ち
・

指
宿
市
の
魅
力
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
本

市
を
知
っ
て
み
た
い
か
ら
指
宿
市
へ
行
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
本
来
の
趣
旨
や

ふ
る
さ
と
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
。

　　ＩＣＴ（情報通信技術）推進に関する
　　　　　　　　特別委員会を設置しました。

※　

本
特
別
委
員
会
は
、
情
報
通
信
分
野
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
12
月
18

日
に
議
員
有
志
に
よ
り
発
足
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
報
告
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な

る
調
査
研
究
を
行
う
た
め
設
置
し
た
も
の
で
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
り
、
議
会
活
性
化

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
川
床　

金　

春　

委
員

森　
　
　

時　

德　

委
員

吉　

村　

重　

則　

委
員

外　

薗　

幸　

吉　

委
員

臼　

山　

正　

志　

委
員
長

○
委
員
（
９
名
）

○
調
査
期
間

○
調
査
方
法

○
名　
　

称

　
　

３
月
25
日
の
本
会
議
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
行
う
た
め
、
次
の
と
お
り
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

関
係
方
面
か
ら
意
見
聴
取
お
よ
び
資
料
提
出
を
求
め
、

先
進
地
の
調
査
を
行
う
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
に
関
す
る
特
別
委
員
会

前
之
園　

正　

和　

委
員

浜　

田　

藤　

幸　

委
員

井　

元　

伸　

明　

委
員

恒　

吉　

太　

吾　

副
委
員
長

　市長が議会に提出した議案につい
て、議員はその内容に賛成できない部
分がある場合、その賛成できない部分
を修正した議案を提出できます。これ
が修正案です。
本会議における提出要件は、条例案
や予算案に対する修正案の場合は、議
員定数の12 分の 1以上（本市の場合
は 2人以上）となっています。
修正案は、原案（修正前の議案）と
同時に審議され、修正案が可決された
場合、原案から修正部分を除いた残り
の部分について採決します。
　修正案が否決された場合は、原案に
ついて採決することになります。

修正案とは？

福岡県嘉麻市での視察

ふ
る
さ
と
納
税
等
に
つ
い
て

髙
橋
　
三
樹
議
員
　

寄付額によって選べる返礼品の数々
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市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。市内５会場で開催しました。

期　　日 会　　場 出席議員【（　）は所属委員会，◎は班長，○は副班長】 来場者数

４月 19 日
（火）

西指宿中学校体育館
（総務水道）髙橋三樹、前之園正和
（文教厚生）◎恒吉太吾、○西森三義
（産業建設）井元伸明、新宮領進

34 人

山川文化ホール大ホール
（総務水道）外薗幸吉、◎高田チヨ子
（文教厚生）吉村重則、東伸行、○新川床金春
（産業建設）中村洋幸、木原繁昭

74 人

開聞総合体育館サブアリーナ
（総務水道）森時德、前原六則、松下喜久雄
（文教厚生）臼山正志、○下川床泉
（産業建設）◎浜田藤幸、福永德郎

37 人

４月 20 日
（水）

南指宿中学校体育館
（総務水道）外薗幸吉、◎高田チヨ子、前之園正和
（文教厚生）恒吉太吾、　西森三義、東伸行
（産業建設）井元伸明、○福永德郎、中村洋幸、木原繁昭

45 人

北指宿中学校体育館
（総務水道）森時德、前原六則、髙橋三樹、松下喜久雄
（文教厚生）臼山正志、新川床金春、吉村重則、○下川床泉
（産業建設）◎浜田藤幸、新宮領進

55 人

指宿市議会では，指宿市議会基本条例に基づき，４月 19 日・20 日，市内５
中学校区で，初めての議会報告会を開催しました。

議会報告会では，平成 28 年第１回定例会（３月議会）における主な審議の
内容と結果について報告を行ったあと，市民との意見交換を行いました。

各会場とも，多くの質問や要望があり，市民の皆さんの市政に対する関心の
高さがうかがえました。その主な質問や要望等について紹介します。
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議会報告会



16いぶすき市議会だより　第 46号

議会のインターネット中継のための設備は整って
いるのか。
現在イン

ターネット中
継は行ってい
ないが、市民
に開かれた議
会を目指し
て、インター
ネットやタブ
レットなど情
報通信技術の活用等について、調査研究を行うＩＣ
Ｔ推進に関する特別委員会を４月に設置した。今後
インターネット中継も早急に始めなければならない
と思う。
池田湖の今後の開発に関して、市民の声を十分に
聴いて計画に反映させるべきではなかったのか。
池田湖周辺整備事業計画については、市民へのア
ンケート調査の結果も踏まえて策定された計画書が
提示された。その中には市民から寄せられた意見・
要望等も反映されており、近く説明会が開かれると
聞いているので確認してほしい。
西指宿中学校区（岩本 ･池田）の県道部分の通学
路に街灯を設置してほしい。また、池崎から仮屋、
池崎から池田湖の市道・農道を整備してほしい。
通学路の街灯は、下門地区内に２カ所設置予定で
ある。市道・農道の整備については、担当課に地区
と校区の連名で要望書を提出していただきたい。

地熱の恵みプロジェクト事業について
否決した理由は何か。
①執行部の説明不足である。

　　②協議会での説明が議会で説明されていない。
　　③４月５日の資料は、議会には出されていない。
サッカー場について
日本代表が来たり、プロの方が来てお墨付きを下
したりしている。これはまちの活性化に繋がると思
い、観光協会と商工会議所が要望書を提出した。こ
のことはどう思うか。
サッカー場の要望書は議員には届いていない。

政務活動費について
いくら貰っており、どのぐらい使われているのか。
また、チェックはどうなっているのか。
月１万円、年間 12 万円で４月に振り込まれる。

ほとんどの議員が視察などに使っている。未使用分
は返納している。領収書を全て添付した報告書を議
会事務局に提出しチェックしている。

要望事項
①　ヘルシーランドのグラウンドを多くの高齢者が利
用しているので、旧テニスコートの駐車場を残して
ほしい。
②　旧山川地域で
は、合併協議会
でも校区公民館
を造る事が決め
られていたので
造ってほしい。

サ
ッ
カ
ー
場
・
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業
で
、日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
お
よ
び
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
か
ら
の
助
成
金
は
幾
ら
な
の
か
。

２
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

修
正
案
に
つ
い
て
、
議
会
で
出
さ
れ
た
賛
成
意
見
・
反
対
意
見
を

聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

賛
成
意
見
と
し
て
、
地
熱
の
恵
み
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

ボ
ー
リ
ン
グ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
隣
温
泉
施
設
へ
の
影
響
も

否
め
な
い
。
市
が
負
う
こ
と
に
な
る
井
戸
の
掘
り
直
し
も
必
要
に

な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
サ
ッ
カ
ー
場
・
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
に
要
す
る
用
地
が
確
保
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、

市
民
不
在
の
計
画
と
な
っ
て
お
り
、
時
期
尚
早
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

反
対
意
見
と
し
て
、
地
熱
の
恵
み
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
熱

の
余
熱
を
産
業
振
興
に
生
か
し
、
発
電
事
業
で
得
ら
れ
た
益
金
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
充
当
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
地
方

創
生
総
合
戦
略
に
も
掲
げ
て
お
り
、

必
要
不
可
欠
な
事
業
で
あ
る
。
サ
ッ

カ
ー
場
・
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
事
業
は
、
地
域
の
活
性
化
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
中
、
多
く
の
市

民
か
ら
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

将
来
を
見
据
え
た
事
業
で
あ
る
。

か
い
も
ん
荘
の
建
て
替
え
は
、
昨

年
３
社
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
と

聞
い
た
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

昨
年
の
一
般
質
問
で
は
、
昨
年
の

11
月
に
は
公
募
を
す
る
と
い
う
回

答
だ
っ
た
が
、
延
び
て
、
今
年
の
３

月
の
一
般
質
問
で
は
９
月
に
公
募

を
か
け
る
と
聞
い
て
い
る
。

開
聞
中
学
校
区

開
聞
中
学
校
区

開
聞
中
学
校
区

山 川 中 学 校 区山 川 中 学 校 区山 川 中 学 校 区 西 指 宿 中 学 校 区西 指 宿 中 学 校 区西 指 宿 中 学 校 区
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議会と市長と意見の食い違いがあったのであれば、
全員協議会を持つべきではなかったのか。
この部分については、執行部でしっかりしていただ
き、議会としては提出された議案について与えられた
資料に基づき、市民にとっていいものかどうかをしっ
かり審議していくのでご理解いただきたい。
「地熱の恵み」活用プロジェクトは、その過程にお
いて問題もあると思うが、魅力あるものであり，指宿
の目玉となる観光施設として造れないか。
わがふるさとの恵みである温泉に影響がないか、調
査研究をしっかりやっていこうと考えている。
九州経済産業局からの副市長と、市から出向してい
る職員の給与の差額は把握しているか。
数字についてはここではお答えできませんので、議
会だより等で報告したいと思います。
　【報告】�副市長と出向職員との差額

年間約 600 万１千円
これまで何人もの議員がサッカー場について質問し
ており、急に提案されたというのはおかしいのではな
いか。
慎重審議をしていきたいということで、修正案が出
されたということですので、ご理解いただきたい。
意　見
　　今回のサッカー場建設と地熱開発に関して、議員が
それぞれの立場で判断したことは良いことだと思う。
やはり市民生活に影響のある大きな事業は、多くの市
民の意見を聴いたり、専門家による調査も行ったりし
ながら慎重に進めるべきである。市長はこのことを真
摯に受け止めて執行すべきと思う。

※意見等を含む詳細は、後日ホームページに掲載します。

来場者年代
20 歳未満：０％　20 代：２％
30 代：６％　　　40 代：11％
50 代：26％　　　60 代：32％
70 代以上：23％

何で知りましたか
チラシ：43％　　広報誌：27％
防災行政無線：17％
その他：13％

開催時期はどうでしたか。
良い：94％　　　悪い：６％

時間帯はどうでしたか。
良い：89％　　　悪い：11％

開催場所はどうでしたか。
良い：95％　　　悪い：５％

内容はどうでしたか
分かりやすい：26％
分かりにくい：19％
どちらとも言えない：55％

時間はどうでしたか
良い：67％
長い：１％　　　短い：32％

資料はどうでしたか
分かりやすい：23％
分かりにくい：22％
どちらとも言えない：55％

次回も参加したいですか
参加したい：71％
参加しない：５％
どちらとも言えない：24％

議会報告会はどうでしたか
評価する：56％
評価しない：11％
どちらとも言えない：33％

砂むし会館「砂楽」について
横領の金額は幾らだったのか。また、横領した
人は処分を受けなかったということか。
　横領した人とまちづくり公社との間で返済契
約がなされたのは 1,200 万円である。処分につい
ては、証拠書類がないということで警察とも相談
をしたが、刑事事件として成り立ちにくいという
ことで、弁護士と相談した結果，返済計画を結ぶ
代わりに刑事告訴はしないということにしたとの
ことだった。
サッカー場建設や地熱の恵みについて
なぜ反対したのか。その意味が分からないとい
う声が多いが。
　サッカー場については、利用の問題や現在あ
る施設の利活用等について、市民への説明が十分
なされていないとの判断のもと、結果として認め
られなかった。また、地熱の恵みについて、ヘル
シーランドは山川町時代に造られたものであり、
当時から泉源やパイプが詰まるという問題があ
り、現在発電をしている九州電力山川地熱発電所
も掘り直しやパイプの取り換えをしている現状が
ある等のことで反対となった。　
要望事項
　　今回の報告
会は、非常に
良かった。こ
れからも続け
てください。

議会報告会でのアンケート結果 来場者総数：245人
アンケート回答者数：182人
アンケート回収率：74％

南 指 宿 中 学 校 区南 指 宿 中 学 校 区南 指 宿 中 学 校 区北 指 宿 中 学 校 区北 指 宿 中 学 校 区北 指 宿 中 学 校 区
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請
願
書
・
陳
情
書
は

 
　
　

ど
な
た
で
も
提
出
で
き
ま
す

　

市
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
が
あ
る

と
き
は
、
市
議
会
に
請
願
書
や
陳
情
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
請
願

書
を
提
出
す
る
と
き
は
議
員
の
紹
介
が

必
要
で
す
が
、
陳
情
書
の
場
合
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

１
．
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
邦
文
（
日
本
の

文
字
・
文
章
）
を
用
い
て
、
書
式
は
な
る

べ
く
Ａ
４
縦
版
の
横
書
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

２
．
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
、提
出
年
月
日
、

請
願（
陳
情
）者
の
住
所
お
よ
び
氏
名（
法

人
の
場
合
は
そ
の
名
称
お
よ
び
代
表
者
の

氏
名
）
を
記
載
し
、
請
願
（
陳
情
）
者
が

押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
請
願
（
陳
情
）
者
が
複
数
の
と
き
は
、

必
ず
代
表
者
を
決
め
て
本
文
に
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
署
名
簿
が
あ
る
と
き

は
、
請
願
（
陳
情
）
書
の
末
尾
に
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

４
．
宛
名
は
必
ず
「
指
宿
市
議
会
議
長
」
と

し
て
、
議
会
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

作
成
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

５
．
請
願
書
の
場
合
は
、
紹
介
議
員
（
１
人

以
上
）
の
署
名
ま
た
は
記
名
・
押
印
が
必

要
で
す
。

６
．
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
送
付
さ
れ
た
も
の

は
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

７
．
地
方
公
共
団
体
の
議
決
機
関
と
し
て
の

議
会
の
性
格
を
踏
ま
え
、
違
法
ま
た
は
公

序
良
俗
に
反
す
る
行
為
を
求
め
る
も
の
、

個
人
の
秘
密
を
暴
露
す
る
も
の
、
司
法
権

の
独
立
を
侵
す
恐
れ
の
あ
る
も
の
な
ど
、

請
願
（
陳
情
）
に
な
じ
ま
な
い
も
の
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

請
願
（
陳
情
）
書
は
、
公
表
す
る
こ
と
を

前
提
に
本
人
か
ら
任
意
に
提
供
さ
れ
た
情
報

と
し
て
、
請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
・
氏
名

は
、
一
般
に
公
表
さ
れ
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
請
願
（
陳
情
）
書
に
記
載
さ
れ
た

個
人
情
報
（
住
所
・
氏
名
等
）
は
、
趣
旨
や

理
由
な
ど
内
容
等
の
問
い
合
わ
せ
に
使
用
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

提
出
の
時
期
は
い
つ
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、

原
則
と
し
て
定
例
会
本
会
議
初
日
の
10
日
前

審

査
の

流
れ

等
に

つ
い

て

ま
で
に
受
理
し
た
も
の
は
、
そ
の
定
例
会
で

審
査
し
ま
す
。
そ
れ
以
降
に
受
理
し
た
も
の

は
、
次
回
の
定
例
会
で
審
査
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

請
願
（
陳
情
）
書
は
、
原
則
と
し
て
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
て
審
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
本
会
議
で
委
員
長
が
報
告
し
た

後
、
採
決
（
採
択
・
不
採
択
の
決
定
）
さ
れ

ま
す
。
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
は
、
請
願

（
陳
情
）
者
へ
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　

議
会
事
務
局
議
事
係　

　
　

☎　

22
︱ 

２
１
１
１ (

内
線
５
１
２
）

　
年　　月　　日

指宿市議会議長

　　　　　　　　　様

  
                     　 紹介議員　　　　　      印　

　　　　　　　　　　　　　　　　（※陳情の場合は不要）　

                           請願 ( 陳情 ) 者　　　　　　　

                             住　所　　　　　　　　　　

                           　氏　名        　　　　      印　

　

    件　名  　　　　　　　　　　に関する請願（陳情）書

請願 ( 陳情 ) の趣旨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

  請願 ( 陳情 ) 事項

１．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【参考書式】市のホームページからダウンロードできます。

レジャーセンターかいもんのプール屋根改修は陳情書も後押し

提
出
の
時
期
に
つ
い
て

審
査
の
流
れ
等
に
つ
い
て
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請
願
（
陳
情
）
書
は
、
公
表
す
る
こ
と
を

前
提
に
本
人
か
ら
任
意
に
提
供
さ
れ
た
情
報

と
し
て
、
請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
・
氏
名

は
、
一
般
に
公
表
さ
れ
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
請
願
（
陳
情
）
書
に
記
載
さ
れ
た

個
人
情
報
（
住
所
・
氏
名
等
）
は
、
趣
旨
や

理
由
な
ど
内
容
等
の
問
い
合
わ
せ
に
使
用
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

提
出
の
時
期
は
い
つ
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、

原
則
と
し
て
定
例
会
本
会
議
初
日
の
10
日
前

審

査
の

流
れ

等
に

つ
い

て

議案
番号 件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名 議　決　結　果

7,8 ～ 14 平成２７年度指宿市一般会計・特別会計補正予算について 原案可決（全会一致）
１５ 指宿市過疎地域自立促進計画について 原案可決（賛成多数）
１６ 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例の制定について 原案可決（全会一致）
１７ 指宿市行政不服審査会条例の制定について 原案可決（全会一致）

１８ 指宿市行政不服審査法の規定による提出資料等の写し等の交付に係る手数料に関
する条例の制定について 原案可決（全会一致）

１９ 指宿市職員の勤務時間，休暇等に関する条例等の一部改正について 原案可決（全会一致）
２０ 指宿市証人等の実費弁償に関する条例の一部改正について 原案可決（全会一致）
２１ 指宿市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正について 原案可決（全会一致）
２２ 指宿市職員の退職管理に関する条例の制定について 原案可決（全会一致）
２３ 指宿市定住促進条例の一部改正について 原案可決（全会一致）
２４ 指宿市温泉資源の保護及び利用に関する条例の一部改正について 原案可決（賛成多数）
２５ 指宿市ふれあいプラザなのはな館条例の制定について 原案可決（賛成多数）
２６ 指宿市都市計画税条例の一部改正について 原案可決（全会一致）

２７ 指宿市指定地域密着型サービスの事業の人員 , 設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について 原案可決（全会一致）

２８
指宿市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員 , 設備及び運営並びに指定地
域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する
基準を定める条例の一部改正について

原案可決（全会一致）

２９ 指宿市奨学資金基金条例等の一部改正について 原案可決（全会一致）
３０ 指宿市消費生活センターの組織及び運営等に関する条例の制定について 原案可決（全会一致）
３１ 指宿市フラワー公園条例の制定について 原案可決（賛成多数）
３２ 指宿市手数料条例の一部改正について 原案可決（全会一致）
３３ 平成 28 年度指宿市一般会計予算について 修正可決（賛成多数）
34 ～ 40 平成 28 年度指宿市各特別会計予算について 原案可決（全会一致）
４１ 人権擁護委員候補者の推薦について 同　　意�（全会一致）
４２ 人権擁護委員候補者の推薦について 同　　意�（全会一致）
４３ 事務の調査について 原案可決（全会一致）

４４ 指宿市職員の給与に関する条例及び指宿市一般職の任期付職員の採用等に関する
条例の一部改正について 原案可決（全会一致）

４５ 指宿市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決（賛成多数）
４６ 指宿市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 原案可決（賛成多数）
４７ 平成 27 年度指宿市一般会計補正予算（第 13 号）について 原案可決（賛成多数）
48 ～ 51 平成 27 年度指宿市各特別会計補正予算について 原案可決（全会一致）
５２ 平成 28 年度指宿市一般会計補正予算（第１号）について 原案可決（賛成多数）
53 ～ 56 平成 28 年度指宿市各特別会計補正予算について 原案可決（全会一致）
５７ 副市長の選任について 不 同 意（賛成少数）
５８ 副市長の選任について 不 同 意（賛成少数）
５９ 指宿市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について 否 　 決（賛成少数）

平成 28 年第１回定例会に付議された議案一覧

※賛否が分かれた議案については、20 ページに議員ごとの表決結果を掲載しています。
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招集・議案上程 ６月２日 ( 木 )

総務水道委員会 ６月７日 ( 火 )

文教厚生委員会 ６月８日 ( 水 )

産業建設委員会 ６月９日 ( 木 )
一 般 質 問 ６月17日 ( 金 )・20日 ( 月 )・21日 ( 火 )
委員長報告・表決 ６月24日 ( 金 )

　

今
３
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、
サ
ッ
カ
ー
場
・
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業
、
地
熱
の
恵
み
活
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
か
か
る
予
算
を
減
額
す
る
修
正

案
が
出
さ
れ
、修
正
案
が
僅
差
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
つ
い
て
も
こ
の
議
会
だ
よ
り
を
ご
精
読
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
制
定
さ
れ
た
議
会
基
本
条
例
に
基
づ

き
、
４
月
19
日
・
20
日
の
両
日
、
市
内
の
５
会
場
で

議
会
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
と

の
接
点
が
広
が
り
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た

こ
と
は
、
議
会
活
性
化
の
大
き
な
一
歩
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

�

広
報
委
員
長　
　

木
原　

繁
昭

＊議会日程（予定）のご案内＊
平成28年第２回定例会（６月議会）が下記のとお
り予定されています。

※会議は午前10時から開催される予定です。
日程等は変更することがありますので，傍聴
の際にはあらかじめお問い合わせください。
℡２２−２１１１（内線５１１・５１２）

議
案
番
号

氏　　名
件　　名

外
薗　

幸
吉

臼
山　

正
志

恒
吉　

太
吾

井
元　

伸
明

吉
村　

重
則

西
森　

三
義

浜
田　

藤
幸

東　
　

伸
行

高
田
チ
ヨ
子

森　
　

時
德

髙
橋　

三
樹

福
永　

德
郎

前
原　

六
則

前
之
園
正
和

木
原　

繁
昭

中
村　

洋
幸

新
川
床
金
春

下
川
床　

泉

新
宮
領　

進

松
下
喜
久
雄

議決結果

15
指宿市過疎地域自立促進計画に
ついて

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － 原案可決

24
指宿市温泉資源の保護及び利用
に関する条例の一部改正につい
て

× × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ － 原案可決

25
指宿市ふれあいプラザなのはな
館条例の制定について

○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ － 原案可決

31
指宿市フラワー公園条例の制定
について

× ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － 原案可決

33

「平成28年度指宿市一般会計予
算について」に対する修正案

× ○ × ○ ○ × ○ ○ × × × ○ × ○ × ○ ○ ○ × － 可 決

修正議決された部分を除く原案 ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － 可 決

45
指宿市特別職の職員の給与に関
する条例の一部改正について

○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ － 原案可決

46
指宿市議会議員の議員報酬及び
費用弁償等に関する条例の一部
改正について

○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ － 原案可決

47
平成27年度指宿市一般会計補正
予算（第13号）について

○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ － 原案可決

52
平成28年度指宿市一般会計補正
予算（第１号）について

○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ － 原案可決

57 副市長の選任について ○ × × × × ○ × × ○ ○ ○ × ○ × ○ × × × ○ － 不 同 意

58 副市長の選任について ○ × × × × ○ × × ○ ○ ○ × ○ × ○ × × × ○ － 不 同 意

59
指宿市特別職の職員の給与に関
する条例の一部改正について

× × × × × ○ × × × × ○ × ○ × × × × × ○ － 否 　 決

平成28年第１回定例会（３月）　表決結果
※ 賛否が分かれた案件のみ掲載しています。賛成は○，反対は×
　 松下議長は，議長職のため特別多数議決以外の議案については本会議での表決（賛成・反対の意思表示）権はありません。


